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I　は　じ　め　に

近年、新聞やテレヒを通してr自己破産」「カード破産」ということをよく耳にするようになった。

クレジットカードの発行枚数が1億6千万枚を超え滴年間取扱高は推計で十数兆円にも達するという。

その一方で、多重債務に苦しみ自己破産して行く者が年々倍増し滴80年代前半の「サラ金地獄」を超

えようとしているのである。それも、20代の若者の割合がけっこう高いものになっているというのが

現状なのである。消費者相談をみても、かつての商晶の「安全衛生」「晶質機能」についてのクレー

ムが、今日では「販売方法」「契約。解約」「消費者信用」へとその中心が移って来ている。しかも、

消費者の不注意からこうした闇題に引き込まれてしまったケースがけっこう多いという。その原因と

して、契約に対する認識の欠如や取引の多様化、複雑化に伴い、相互の権利・義務関係が分かりにく

くなってきていることなとがあげられる。したがって、このような時代の変化に対応した消費者教育

が要請されているのである。

　これからの消費者教育では、企業の社会的責任の明確化や消費者保護行政の充実とともに、消費者

自身の自立を促す指導が大切であると考える。しかし、現在の指導の多くは、教師中心の知識注入型

の学習に陥っているように思われる。これでは、主体的に行動する自立した消費者を育てることはで

きないのではなかろうか。そこで本稿では、「『自立した消費者』になるために（適切な課題を設け

て行う学習）」の実践（平成4年12月～平成5年1月洩3年生4クラス）を通して、主体的に行動す

る消費者を育てる指導の工夫を考えてみようとするものである。

皿　指導の工夫

　指導書の内容の取扱いによれは、「現代社会における取引の多様化や契約の重要性を取り上げ、消

費者として主体的に判断し行動することが大切であることを考えさせるよう留意すること」となって

いる。ここで、ただ契約の重要性なとについての知識を与えるだけでなく、消費者が自らの判断によ

り選択ができる力を育てなけれはならないのである。消費者教育は喝意思決定の仕方を学ぷ教育とも

言われ、身近で具体的な事象を通して生き1た一人の人間・消費者として生徒一人ひとりが主体的に追

求し、思思決定していくことが大切だと考える。その際、多角的　多面的に事象を分析し、そこに潜

む経済のメカニズムや対立する価値観などを直視していくことが重要なのではなかろう加。そして、

消費者に与えられた「権利」は、消費者自身が守り、育てていく必要があり洩単に安くて質の良い商

晶を買う、利殖を図る、悪徳商法の被害から守るというr賢い消費者」に留まるのではなく、社会の

中でお互いの立場を尊重しながら、社会や環境に与える影響を意識しながら限りある資源を有効に利
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用して、個々の価値観に基ついた豊かな消費生活を実現する「自立した消費者」を目指さなけれはな

らないのである。そうした意味で、消費者自身にも社会的責任の自覚が必要だと考える。

　一方、生徒たちの消費者を取り巻く問題への意識は低く、他人こととしてしか受け止めていないの

が実状である。3年生にもなると、買物に自由に使えるお金の額も大きくなる反面、その内容を親に

知られたくないという気持ちも強くなるのである。また、カード利用経験者も増える中で、計画的な

買物や物を大切に使うことができないのもこの時期の特徴といえよう。さらには、環境問題や資源・

エネルギー問題をはじめとして、頭ではこうすべきであると考えるものの、実際には、それは誰カ功桁うも

ので自分とは関わりがないとか、自分だけがやっても何も変わらないからと行動に移せないのも現状である。

　このように生活実感の乏しい生徒たちに、いかに主体的に行動する自立した消費者を育てるための

指導を行っていくかが大きな課題である。そこで、その工夫として次の4点を挙げることとする。

　ア、主体的な追求を大切にする（消費者の立場からのアプローチ）

　　・身近なテーマ（興味。関心課題性）曲調査学習（問題解決型）

　イ、多角的・多面的な情報収集とメカニズムの解明

　　・消費者の権利の確認（個性あふれる発表会）　。外国の事例なととの比較

　ウ沌消費者の社会的責任についての認識を高める

　　④自己の価値から社会的価値へ　。環境、資源。エネルギーへの配慮（リサイクル社会）

　エ、意思決定の場の設定

　　。未来予測　。社会への働きかけ（実践への意欲つけ）

　なお、上記の諸点が相互に関係し合って有効に作用することは言うまでもないことである。

皿　単元「『自立した消費者』になるために」

　　　　　　　　　　　　（適切な課題を設けて行う学習）の構想

　前項で述べてきた視点をもとに単元構成を行うわけであるが、問題解決型のテーマとして自己破産

を取り上げることとした。それは、カード社会・キャッシュレス時代を迎えようとする今日の大きな

課題であり、生徒たちが数年後に直接夕一ゲソトとなる問題だからである。さらに、この問題は、消

脅者の立場からの追求を可能とし滴そこから消費者自身の問題をはじめとして、企業や行政の問題。

メカニズムまでかいまみることができるからである。また、消費者の姿勢を考える時、ただ自分が自

己破産しなければいいとか悪徳商法に引っかからなければいいという自己の利益から、環境などへも

配慮した社会的利益を考えさせることができるのである。そして、外国などの取り組みを含めて洩未

来予測を働かせながら主体的な意思決定を迫ることができると考える。それは、社会に主体的に関わ

り、働きかけようとする意欲を育てるものに違いない。

、．単元の目標

　（1）消費者問題をめくる課題追求を通して、r賢い消費者」からr自立した消費者」を目指し、自

　　分の問題として調査考え。行動することができる。

　（2）自らの暮しやすさ（利便性）の追求だけでなく、地域社会や環境への配慮の重要性を考え、主

　　体的。合理的な思思決定ができる。
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（3）高度に発達した現在の消費生活の中では、さまさまな問題が存在することを知り、それらに象

　　徴される我々のライフスタイルが環境問題や資源・エネルギー問題とも密接に関わり合っている

　　ことに気づく。

（4）消費生活の安定・向上のためには、正しい知識の習得と消費者主権を実現するための消費者自

　身の主体的な判断や行動の必要性について理解できる。

2．指導計画（全毎時間）

○自己破産を引き起こすものは一一1時間

　　　自己破産が急増している現状を確認し、破産者の心情への共感とともに自己破産を招く原因に

　ついて予想し、調査計画を立てる。

　・調査とまとめ（放課後等を利用）

○発表会……・一…・・・………；……1時間

　　各班が調査したことを聴き手に分かりやすく、工夫を凝らして発表し合う。

○「賢い消費者」とは　　　　　　　1時闇

　　発表会終了後、自己破産が急増している原因を消費者。企業1行政のそれぞれの立場から整理

　　し、「賢い消費者」になるにはとういうことが必要なのか話し合う。

○「自立した消費者」とは　　　　1時間

　　生協活動が盛んになったり、そうした中で牛乳パックのリサイクル運動を展開してるのはどう

　　してか、考える。また、ドイツのリサイクルシステムや家庭での取り組みを紹介し地日本との違

　　いがどこから生まれるのか滴日本において自販機をなくす（価格を高くする）か、デポジット制

　　を義務つける事ができるのか話し合う。「自立した消費者」になるために、気をつけ、実行して

　行かなければならないことをワークシートに書き、発表する。

3．目　標　分　析

時 関心・意欲。態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

一被害者に共感し消 ⑭自己破産を引き起 ・調査計画を立てそ ・自己破産急増の現

1
費者闇題に主体的に こす理由を多角的 れにしたがって具体 状が理解できる

取り組もうとする に予想することが 的調査。資料収集が

できる できる

。調査結果を進んで ・発表を聴き、原因 ・聴き手に分かりや ・発表された原因や

みんなに伝え、発表 の相互関連性を明ら すく、個性のある発 実状を理解できる

2 された内容について かにできる 表ができる

質問や意見を持とう

とする

。自分の問題として 同賢い消費者への提 。原因を消費者、企

3 考え、意見を述べよ 言ができる 業、行政の立場で整

うとする 理できる。
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一自立する消費者ぺ ・賢いと自立する消 ・ドイツと日本の違 。生協活動の意義や

近づくための自分自 費者との違いを指摘 いを日常生活の中か ドイツと日本との違

4 身の目標を持つこと することができる ら見つけることがで いを理解できる

ができる きる

4．各時の学習
　【第1時】　自己破産を引き起こすものは

（1）目　　　標

　　・自己破産なと消費者を巡るトラフルが急増していることを知り、被害者の立場にたってその原

　　因を予想し、確かめようとすることができる。

（2）展　　　開

発　　　　　問 資　　　　料
学　習　活　動　。
予想される生徒の反応

指導上の意図と願い

一○自己破産はどうし ○新聞記事 ○自己破産の件数はどう変 ④自己破産の現状と将

て起こるのだろう。 ○自己破産者数の 化し、今後どうなって行く 来への見通しを持たせ

変化 か予想するc る事によって、問題の

1近年洩急増している。 深刻さを実感させる。

一今後さらに増え続ける。

○自己破産者の話 ○資料を読み、この人が破 一自己破産に至るには

産してしまったわけを発表 さまざまな原因がある

する。 ことに気づかせる。

・無計画な購入

・カードやクレジットの氾

濫

・売る側の販売姿勢の間題

。悪徳商法の存在

○破産者の心情を考 ○破産者は今、どんな思い 。破産者の心情に共感

えよう。 でいるだろうか。 させ、自分のこととし

。自分がばかだった て考えさせる。

藺これからどうなるのか。

・どうしてこんなめに遭わ

なければならないのか。

○自己破産急増の原 ○自己破産が急増している 。自分の考えをまずノ

因を予想し池それを 理由を班で話し合い、発表 一トに書き、班で話し

確かめる調査計画を する。 合う。

立てよう。 一本人の金銭感覚の問題 ⑭原因を行政、企業、
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・過剰な消費生活 消費者の3つに大別し

・クレジットなどの氾濫 て行く。

。悪徳商法の存在

・売る側のモラルの問題

1行政指導の不徹底

○調査計画表 ○班別に調査計画を立てる 。計画に無理がないか

チェックする。

（3）評価の方法

　・自己破産者の急増の理由を破産者の立場に立ちながら、3つの視点から予想できたか。

　1班のテーマに沿って、調査計画が立てられたか。

K第2時〕　発　表　会

（1）目　　　標

　・調査結果を聴き手に分かりやすく、個性豊かに発表することができる。

　1発表を聴き、自己破産の原因やそれを取り巻く社会晴勢を関連づけて理解することができる。

（2）指導のポイント

　①調査の視点

　　A　消費者の実態　意聯　　　1，2班

　　　○消費者にとってのクレシソト（カード）

　　　　・利用状況、意識　1長所と短所　・今後の社会の予測

　　　○自己破産の急増に対して

　　　　。意見や感想　・各家庭（個人）での予防策

　　　○企業や行政に対して

　　　　・悪徳商法の存在についての認識　・通信販売や訪問販売の利用と心構え

　　　　。企業（商店）販売競争について　・消費者を巡るトラフルの多発に対する行政指導のあ

　　　　り方について

　　B　クレジット（カード）会社…一・3班

　　　○クレジット（カード）のしくみ

　　　　。しくみ　・利用状況の推移　。今後の予測　一利点と欠点

　　　○自己破産の急増に対して

　　　　・原因に対する認識　。企業の責任と予防対策‘。消費者へのアドバィス

　　C　商店（会社）洩商工会議所　　　4，5班

　　　○自己破産の急増に対して

　　　　・商店（会社）の責任と予防対策　・消費者へのアドハイス

　　　○クレジット（カード）の導入状況と利用状況

　　　○悪徳商法の存在について
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　　　　・意見や感想　④会社のモラルについて　1消費者の保護に対する会社の責務と努力

　　D　行政、警察　　　　　　　　　　6班（行政の立場から）

　　E　消費者センター、弁護士　　　　7班（消費者の立場から）

　　　○消費者問題の移り変わりと今後の予測、問題の原因とその背景

　　　○消費者の保護に対する施策と消費者へのアドハィス

　　　○カード社会への対応

　　F　生活協同組合……………一・・・・・…8班

　　　○ねらいとしくみ

　　　　1主旨と主な活動　④しくみと組合員数の推移　1今後の展望

　②発表のポイント

　　○発表形式は自由……説明、劇化、ニュース、レポート、紙芝居など聴き手に分かりやすくす

　　　るための工夫を凝らさせる。事前にシナリオでチヱックする。

　　○各班発表内容をプリント1枚にまとめ、事前に配布する、

　　○複数の班で調査したところは、代表で一つの班が発表し、必要があれば付け加えをさせる。

　　　発表に当たらなかった班は、模造紙等による展示発表とする。

　　○発表の最後に、感想とともに「賢い消費者」への提言を述べさせる。

　③聴き手のポイント

　　○発表の要旨をワークシートにメモさせる。

　　○発表の簡単な評価を付けさせ、発表者へ知らせる。

（3）評価の方法

　・声の大きさや内容のまとめ方など聴き手を意識した発表ができたか。

　1自己破産が起こる要因や背景をワークシートに整理できたか。

駈第3時】　「賢い消費者」とは

（1）目　　　標

　1「賢い消費者」への提言を、自分の問題として述べることができる。

　1自己破産の原因、背景を消脅者　企業　行政の三つの立場から整理することができる。

（2）展　　　開

発　　　　　問 資　　　料 学習活動　・
予想される生徒の反応

指導上の意図と願い

○自己破産が急増し ○班で準備 ○発表の続きを聴く。（8 ・消費者自らが活動し

ているのは何故だろ 班～生協） 始めた例として取り扱

う。 うとともに、「自立し

た消費者」へと関連づ

けていく。

○発表会ワークシ ○自己破産の急増の理由を
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一ト 整理し、発表する。 1三つの視点からポイ

〈消費者＞ ントを整理する。

・金銭感覚や自己管理能力

の低下 1契約の重要性やクー

1消脅者トラブルに対する リングオフなど必要事

知蔽認識の低さ　　　等 項を確認する。

〈企業〉

1儲け第一、モラルの低下 ・消費者保護基本法の

・クレジットの罠 精神を大切にする。

1消費者への配慮や消費者

に対する責任の欠落　　等 1県消費者センターな

〈行政〉 ど行政サービス窓口や

・指導の弱さ1対応の遅さ その働きを広く知らせ

・サービスの不十分さ　等 ておく。

○r賢い消費者」と’ ○ワークシート ○「賢い消費者」になるた ⑧ワークシートに自分

は めには、どういうことが必 の考えを書かせてから

要なのか、発表する。 話し合わせる。

1自己破産しないように自 1賢いという言葉を使

己管理できる消費者 わず考えさせ、具体化

1悪徳商法などに引っかか させて行く。

らない消費者 ・自己破産などしない

・衝動買いやムダ使いをし ことが賢い消費者なの

ない計画的な消費者 か考えさせ、次時の

「自立した消費者」へ

（3）評価の方法

　・自己破産をもたらすのは、三つの要素が複雑にからみあっていることに気づいたか。

　1「賢い消費者」を賢いという言葉を使わずに説明できたか。

【第4時1　「自立した消費者」とは

（1）目　　　標

　1「自立した消費者」へ近つくための自分なりの目標を設定することができる。

　1ドイツと日本との消費者の考え方の違いが理解できる。
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（2）展　　　開

発　　　　　問 資　　　　料
学　習　活　動　・
予想される生徒の反応

指導上の意図と願い

○生協活動の意味す ○生協パンフレッ ○生協活動が盛んになった 倒8班の発表を活用し

るものは何か。 ト、広報紙 り、その中で牛乳パック回 足らないところを補説

収運動を行ったりしている する。

理由を発表する。 ポ消費者個人の利益だ

④消費者自身が行動し始め けではなく、社会の利

た。 益も重要になってきて

1消費者個人の利益だけで いる点と消費者自らが

なく、社会全体の利益を考 動き出すことが求めら

えるようになった。 れている点に気づかせ

る。

、

○ドイツと日本との ○VTR～破局回 oVTRを試聴し、新聞記 1行政面の努力よりも

違いは何か。 避のシナリオ 事が最後に言わんとした、 それを受け入れた国民

○山陰中央新報 「もっと大事なこと」とは の考え方や協力する姿

92．11／18～ドイ 何か、話し合う。 勢に焦点をあてる。

ツの生活 ⑧国民一人ひとりの意識

○北国新聞 ○自販機の廃止（価格を高 1賛成滴反対のそれぞ

92．4／27～豊かさ く）またはデポジット制の れの立場から意見を戦

のつけ 導入をどう考えるか。 わせる。極端な意見に

朝日新聞 1国民はそのくらいの負担 ついては、国民全体の

92．7／4，16～ポイ をしてもかまわない。 幸福や生活レベルの問

捨て罰金 1生活の低下はイヤ。 題カ・ら考え直させる。

○自立した消費者に ○ワ∵クシート O「自立した消費者」にな

なるためには。 るために、気をつけ、実行 1賢いと自立した消費

して行かなければならない 者との違いを意識させ

ことを書き、発表する。 る。

1自分だけの利益を考えず 1日常生活に目を向け

全体の利益につながる活動 させるように配慮する

を少しでも実行する。

（3）評価の方法

　1身近な問題から取り組んで行こうとする削向きな姿勢が感じられたか。

　1賢いと自立した消費者との違いを考えながら、積極的に討論に参加したか。
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lV　実践と考察

　前項の構想にしたがって授業実践を行ったわけであるが、皿で述べた4つの視点について具体的に

実践を紹介し二考察を加えてみたいと思う。

咽　主体的な追求を大切にする（消費者の立場からのアプローチ）

　　学習を終えた生徒の感想を見てみると、

箏㍗㍗；㌫1；箏㌶ll㍗㌫1
たけと、学習を終えた今では、多少は近くなり、知識が増えました。そして、後半の消費者

については、もっと身近でとても興味のある学習でした。

うしようとか本気で考えた時もあった。だから、こういった消費者の姿について調査活動と

いう形で身につけられて少し安心した気分だ。

○私にはまだ芒だ関竺のないこと㌘と思一ていましねでも一とても身近にあることてだ1

れでもみんな消費者だということがわかりました。

二rl1鴛†芸㌫二1二よ孟㌶㌶㌻二∵ぺ
とっても大切な事なのだと感じました。今回調べたことが“生活の知識”として、のちのち

役に立つと思います。（大人になってカΣらカードなど）

　以上のように、生徒は洩自己破産を近い将来の自分の問題として深刻に捉えているのである。こ

の問題が、現在マスコミを通じて大きく取り上げられるようになってきたことも生徒の興味・関心

を高めた一因ではあろう。さらに、調査を進める中で、現代の消費に関わるメカニズムが少しずつ

明らかになるにしたがって消費者の一人としての自分との関わりを深めて行ったようである。この

間題に対しての興味の引き方も、新鮮な課題（タイムリーな課題）としてはじめから意欲を示した

生徒と調査を通して必用感を強めた生徒とが見られた。いずれにせよ、この課題が生徒の興味を引

き、問題解決型の学習にマッチしていたと言えるのではなかろうか。またそれは、調査学習ともう

まく結び付きより高い関心。必要感を生み出したのである。

　また、この課題は消費者の立場から事象を見つめていくうえからも有効に作用したように思われ

る・ある生徒は、『私は初め『自己破産について調べます』と言われた時、．『そんな事調べる価値
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があるのかな？』と思ってあまり乗り気じゃなかった。調査時にも消極的な態度が出ていたかも…

と思うとちょっと反省だけれと、最後（今日）の自立した消費者とはgを考えて、やっとでこの学

習のつながり、目的が見えて、あ一そうか、と納得した。」と述べている。これは、自己破産という

課題が真の消費者としてのあり方へと深化、発展した表れではなかろうか。

　このような調査学習を支えるものとして、一人ひとりに自分なりの予想を持たせ、それを班で吟

味し、全体の場で検討する場を設けている。そして、調査計画の立案を行うのである。調査学習を

行う場合、この調査計画をどのように立てるかが重要なポイントなのである。生徒たちは1年生の

時から視点を変えながらこうした経験を重ねて来ており、その力をふるに発揮して合格をかち取る

わけである（写真1、資料1・2）。

　しかし、今回の調査は班単位で調査対象を分担したために自分たちの希望したものとは違ったり、

班の中で一生懸命に取り組む者とそうでない者とが出てしまうなと課題もいくつか残した。また、

何度かこうした調査学習を経験しても、その都度課題は違い、調査対象によっては事前の知識不足

のために予想がうまくいかなかったり、調査計画が思うように立案できないことも見られた。

資料1．

　　　自乙砥壷牙急：3習寸ろ功1オ冶r荻ザ（自　　　舟列逸こる功は？）

　　　　　　　　一調圭詞画一　　　（2）癌L（牛）斑一

硝貴者・遷湧　　打改　　助錐娘＜触紳島工会〉
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写真1．調査計画の作成

資料2．

アンケート　　　　　　1992．12，21
下の簡いで壌劃するものの紀留1二◎を．室たは（）に鰻入してくだきい・

一1］あな淀はクレジソトカ・ドを持うてい重すか．

　8．持うている　　b．持つていない

［2〕u〕で了持うているjヒお箸えになうた方のみお答えください，

　⑩あなたはクレジサトカードを伺敏椅ってい玄す加．

　　コ　　　　）牧
　②あなたはクレジットカiトを多用1していますか．

　　o．多用している　　b．していない
　③近頃クレジットカードで貿縞をしましたか・

　　8．した　　b．していない
　④③で丁した』とお香刺：なった方のみき答えくださo・，
　　そオτはとφ）くらo、φ）團舅董rEしたあ、・

　　o・1万円以下　　b・61万円以下　　c．10万円以下
　　d．それ以上

〔3］　【1〕で『持っていない」とお笛えになった方のみお箸えください・

　Φこの先クレジットカードをつくる予定はありますか．

　　8．ある　　　b．ない
　②上の璽翻で丁ある」とお答λになっ淀方のみお番えください‘

　　璽箇敏伺ですか．〔
．

〔4〕頚尉霧をつけていますか．

　8．つけている　　b．つけていない

江5〕あなたはクレジットカードを俊える膚をどのくらい知っていますか・

　｛　　　　〕好

圧6］自己駿慶についてどう届いますか．

　〔

［7〕あなたは儲金あ一あり雲すか・

　8．ある　　　b．ない

［8rあなたの霞鮒は替しいですか．

　8．蕃しい　　b、著しくない

　　　　　　　　　　　　　　　以　上鮒錺字；募竺誌叡の舳‘二つ。、ては．。、つさ、、鰍に醜しませんの

で、念のために申し湊えます・
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2．多角的・多面的な情報収集とメカニズムの解明

　　生徒たちは、自分たちの立てた調査計画にしたがって情報収集に努めたわけである。グループの

中には、資料2のように自分たちで考えたアンケート用紙を利用する班も見られた。こうした調査

の集大成が発表会である。発表会では自分たちの調べたことをいかに相手に分かりやすく伝えるの

かを課題として取り組ませた（8班中2班は展示発表）。そのために、①内容の道筋は通っていた

か　②声の大きさ（字のていねいさ）　③発表に工夫（まとめ方に工夫）　④深く調査しているカ・

の4つの視点で発表を相互評価させることにした。そして、各班「発表構想メモ」（資料3）の提

出・合格とB4の大きさ1枚のまとめのプリント（資料5）作成を指示し、今までの発表の工夫を

思い出させたり新しい取り組みなどを紹介して、後は各班の工夫に任せる事にした。劇化する班で

は、自分たちでシナリオ（資料4）を作り、「発表会の前日みんなで図書室なとでがんはった。そ

して、当日の朝はいつもより来るのが阜カ・った。こんなことが、いい発表へとつながったのだと思

う。今までいろんな調査。発表をしたけれど、みんなが一生懸命で沌私もがんばらないとと励まされ

た・」というように各班とも熱の入った取り組みを見せていた・発表会に対する生律の感想は次のよ

うなものであった。
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資料5． 発表会プリント

済者実熊
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峻婁概余○）悔鶴

　　　　　　　　　三詔弓・　Q◎◎
　　　　　　　　　萎樽・・OO．Q
　　　　　　　　　鷹慧。。O◎O

　　　　　　　　　　与塘　伽
　　　　　　　　　　　　　幸Oは人瑳ζを茅詩。

　（……）多h画を立てて買い穿勿二

　　していま守φ、o

堆い．・㈹　　　鍾　　多おの
0れ、000　　0o　　　人今人
縦・い鏑　　⑱　　　ぼ粋淳

殊畿・0暑　半敏

讐琴㏄嬢

鵠1帯亨1榔榊ぺ㍗1
6燃プ人3人る壱　ほしい・

仁ま賜I
㌧めア！7」←は　　20代ラ0代ヰ0代
ラ0代60榊錦ぐらμΣ抑こ
協カしてい何当ま脈。予稽、切氷・

って・か榊島て・1ない人的く・外
さん臼分の高曾にフいてほチちんと竃諸ミ

して僅、てぢら焔ようでした。

結麻敏離ヒい初はイ軍人個
人の問題であつ、消童老’人イが

工Eい・争靖猷紬考、計函的にち惨

潅伽い・ニヒ勿壕林切桝降
います。

写真2． 発表会（劇。カード社会、紙芝居。生協、展示発表、教室展示）
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　自己破産という話題から、ニュース　ワイトショー形式の中でインタビューや劇化なとを取り入

れたり、裁判、紙芝居、OHP喝プリント、歌などさまざまなものを組み合わせて発表を行ってい

た。生徒の工夫にこちらが驚かされるばかりであった。中には、「笑う　せえ一るすまん」をもじ

ってカード破産の劇を演じる班もあり、情報化社会に生きる生徒たちの一面をかいまみたような気

がした。

　メカニズムの解明については、右の資料6を

孟㌶孟㌫τ鴛鴛鴬

111烹；l1篶1烹

と言うことができるのではなかろうか。

資料6．　発　会を森えて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

箒麟叢1擦覇企

○「自己破産を引き起こす背景」を書いてし’て気づいたことなのだけれども・一番悪し1のは1

＜消費者〉か〈商店＞か〈行政〉かと思っていたけれと、自己破産というのは、それぞれの

欠点の集まりが引き起こすということに気が付きました。消費者の無知、商店の利益追求、

l1箏㌘く帆こち組∵鮒く帆獅1
01つの課題が出されて、そこからたくさんのことを学ぷのと同じように、自己破産1つ取

り上げてもさまざまな問題が複雑にからんでいる’。それらを1つ1つ解決していくことで、

賢い消費者になれるし、また、新たな問題も出て来るだろう。

○結局、自己破産の原因としては、大きく3つのことがあげられると思いました。行政（法）

1箏1をll1篶1邊1111着11篶㍗
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　以上のような感想を授業後に残している。外国の消費者をめぐる問題への対応なども参考にして

おり、身近な我々の問題を見つめ直す手がかりにしている。外国の事例の活用については次項でも

う少し触れてみたいと思う。発表会は今までに見てきたように、たいへん充実し楽しいものになっ

たわけだが、その反面、発表の本質（課題）が時にそのパフォーマンスのために暖昧になってしま

う嫌いがあり、発表する側だけでなく聞く側への指導・配慮を必要とするように感じた。今回は、

要点をメモするためのワークシートと評価表を与えたのであるが。

3．消費者の社会的責任についての認識を高める

　第3時が終了する時、生徒が考えた「賢い消費者」とは、

といった消費者である。これらを見ると、自己破産　悪徳商法の被害に合わない消費者であり、自

分にとっての利益を優先する考え方と言えよう。これからの消費者教育を考えた時、この段階で消

費者教育を終えてはならないのではなかろうか。もう一歩進めて消費者の社会的責任、つまりは、

杜会的価値を大切にする消費者づくりを考える必要があると思う。それは、環境問題や資源・エネ

ルギー問題と直面する現代、特に日本においてはなおさらの事のように思われる。自己の価値から

社会的価値へと高めるために、生協運動を消費者運動　環境運動への橋渡しとして、先進国ドイツ

を事例に取り上げることにした。慣れ親しんだ生活を新しい目で見つめ直すためには、こうした事

例を参考にすることが有効だと考えたからである。この授業後の生徒の感想は次のようなものであ

った。

○ドイツであのようなことが行われていることなんて、ぜんぜん知らなかった。日本も先進

睾㍗㍍二1㌫鴬1；亘ご㌫箏ご1㌻
になることだけを考えるのではなく、社会全体のことを考えていかなけれはいけないと思う

日本がドイツのようになるにはまだまだ時間がかかると思うけれど、少しでも近づけるよう

に、私たちも身近なところから協力していきたいと思う。

○私たちがいかに環境に対して無関心であるか、ということが分かりました。というより、

ll㌫1㌶1㌫ll㌫：孟㌫二簑サ1
のことを考えているような考え方は今の社会において、いや、人間として非常識なことだと

思います。今すぐできることは阜くやらないと洩手遅れになるのではという気がしました。
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に代表されるように、みんなが消費者の一人として大きなショソクを受けたようである。トイツの

生活を手がかりに我々の生活や考え方を見直すことができたのである。ただ、ドィッの取り組みだ

けを誉め、わが国のそれを否定してぱかりいても問題ではあるが。生徒の中には、わが国らしさ

　（日本の歩む道）を考えようとした者も多数いたことを付け加えておきたい。

卑　意患決定の場の設定

　生徒たちに社会的価値の重視を教師からの押し付けではなく、自ら大切にしていかなければなら

ないと感じさせるために大きな役割を果たしたのが、この意思決定場面の設定であったように思わ

れる。ドイツの事例を知り、日本の場合いたる所に設置されているジュースなどの自動販売機の廃

止やカンなどに対するデポッジット制度の導入について自分なりの価値判断を迫ったのである。この

問題に対しての生徒の回答は、賛成109名、反対34名沌とちらともいえない16名であった。賛成・

反対それぞれの意見を見てみると、

　　一一〈賛成＞一

　　　1省資源、省エ不ルギーを考えると（日本の将来を考えると）　・消費者の意識の高揚

　　　・我慢も必要（ドイツでは困っていない）　1こうしなけれは大量消費は止められない

　　　1確実にコミが減る　1お店で買える　1自分はあまり利用しない　・未来予測から

　　　・社会への働きかけ（実践への意欲づけ）

　　一〈反対〉………一…一…一一…一…一………一一……一……一一一一

　　　・考え方が変わらない以上行っても無駄　1我々の生活に定着している　1他の方策がある

　　　・企業が経済的に苦しくなり、我々の生活にまで影響する　⑧自販機が改良される

なとであった。賛成派の中にもかなり自販機完全廃止には抵抗を持っているようで、頭では理解し

ていても、心の中で納得できないといったところである。このあたりが、中学生いや人間らしいと

ころではなかろうカ・。この論争のおかげで、日本や世界の将来について本気になって考え洩消費者

としてどうして行くべきなのか、また、できるのかを問い直したようである。
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学習が終わって「自分たちが目指すべき消費者像」という問いに対しての生徒の意見である。未来

をしっかり見すえた中で、今、自分たちは何をすべきなのかを考えている姿がはっきりと見られる

のである。深い思考が、行動への意欲に結び付いていると言えるのではなかろうか。生徒の中には、

杜会に対する働きかけの第一歩として、まず自分を高めようと考えた者も少なくなかった。こうし

た考えに至ったのも意思決定場面の設定はもちろんのこと、それまでの積み重ねに負うところが大

きいように思われる。そういう意味でも、消費者教育の視点をとのように普段の授業の中に組み込

んで行くかが課題である。

V　お　わ　り　に

　主体的に行動する自立した消費者を育てる指導の工夫について、4つの視点から自己破産を取り上

げ、調査学習を組み込んだ実践を述べてみた。前項で触れたようにいくつかの課題も残されたが、最

大の課題はこうした視点に立った実践を公民的分野のみならず、社会科教育全体の中に適切に位置つ

けて授業を積み重ねていくことではなかろうか。この学習を通して、消費者としての視点を生徒一人

ひとりが持てたこととカードなどの使用をめぐって家族との話し合いが行われたことも成果の一つと

して挙げることができよう。学習を終えるにあたって次のような意見が寄せられね

　　○「個人の生活を担う一消費者」「社会の消費生活を担う一消費者」という2つの視点を持つ

　　ことが大切たと思う。ただ、これを全く別の見方でなく、最終的には「個人（自分）のため：

社会のた㌣」という方向で｛られるようにな三なければなら帆目先の利己的な個人主義に1

　　とらわれず洩長い目でみれは洩リサイクルも消費者運動等の働きかけも喝結局は我々洩あるい

　　は子孫が見返りを受けていくものなんだ、と気づかされるはずだ。その点、奉仕の精神による

　働きかけは、（我々の義務・責任とも言えるかもしれないが）「有意義な利己的精神」かもし

　れない。このような眼喝考えをもては、個　行・企の3本柱がうまく共鳴し合い、循環による

　解決へとつながるのではないだろうか。

　　○聞き取りによって得た知識が全体を通して大きく響いた。消費者や企業なと、それぞれの考

えや実態を知ることが下き帆僕たちは二れからどうあるべ紙芒たどういう考えが1

　　いいのか、考えることができた。最終的に僕が思ったのは滴自分たちが消費者であり、世論で

　あり滴実行者だということです。
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